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　　　　　　　　Fig．　3．　Leaf　of　Pinus　parvi：t7bra　SiEB．　et　Zucc．
A，sketdl　of血e　leaves．：B，　detailed　drawing　of　transverse　section　of　the　middle　part．
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Fig．　4．　Detailed　Drawing　of　a　Part　of　Transverse　Section　of　the　Middle　Portion　of　Pinus　Species
A，　P．　armandi．　B，　P．　pumila．　C，　P．　bungeana．　D，　P．　densiflora．　E，　P．　thunbergi’i．
い細胞もある．気孔は全面に10～14個存在する．樹脂道は4～6個，多くは下皮に接するがまれに接しないものもあ
り，径90～150μmで他種に比して大型．葉肉部に顕著なArm　Cellが認められないのも本種の特徴である．維管束
の上下に厚膜細胞や繊維を欠く．
　6）　P．densi”ora
　形状：二葉性，細い針状で柔軟，長さ7～12cm，基部は鱗片に被われる．
　内部構造（Fig．　2－E，　Fig．4・D）：横切面は半円形．気孔は全面に10～12個存在する．樹脂道は下皮に接して4～10
個存在し，径50～100μm，保護しょうの細胞は8～11個．内皮細胞はやや木化し，26～34個．維管束は2個で上下
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あるいは節部側に厚膜細胞がある．
　7）　P．ゴ轟醐δ即冨躍
　形状：二葉性，剛直で長さ10～19cm．基部は鱗片で被われる．比較植物中では長さ幅とも最大．
　内部構造（Fig．2－F，　Fig．4－E）：全体に大型．葉の横切面は半円形．下露は通常2細胞層で，両角で著しく発達して，
いるものもある．下皮の細胞壁は著しく肥厚し，細胞は放射方向に長い．気孔は全面に16～18個存在する．樹脂道は
8～11個で，多くは葉肉部内に存在し1～2個が雨皮に接し，両角の2個がとくに大型である．維管束の上下に厚膜
細胞群を有する．内皮細胞は木化し，40～43個で，比較植物中最も多い．
結論および考察
　1．　今回比較剖検した韓国，日本および中国産Pinus属植物7種は，葉の中央部横切面において，従来本属植物を
組織学的に区別する特徴であるとされてきた3・4）外形，表皮および下皮細胞の大きさ，下襲の細胞診数，気孔の分布
位置と数，樹脂道の数，位置，直径および保護しょうの細胞数，内皮細胞の数，維管束の数や形などにより種を明確
に区別することができた．各種の内部形態的特徴をTABLE　Iに示す．なお，タカネゴヨウについては土井ら4）が背
軸側の2個の樹脂道は内皮に接するとしているが，今回の実験材料ではまったく接しない葉もあり，変異が認められ
た．
　2．韓国民間薬「Jad　Na　Mu　lp」の語源を比較組織学的に検討した結果，　Pinus　koraiensis　SiEB．　et　Zucc．チョウ
センゴヨウの葉であることを確証した．
　3．　中国では薬用としてのマツの葉はr名医別録』6）に初見され，「風湿痺や瘡気を主治し，毛髪を生じ，五臓を安
んじる」と記されている．『中薬大事典』7）によると漢薬「松葉」の原植物は二葉性の．P．　tabulaefor〃lis，　P．〃lassoniana
三葉性のP．　yunnanensisなどであるとされ，風湿による瘡やiB｝癬，打撲症，浮腫などに用いられ，また殺虫作用が
あるとされる．一方，朝鮮半島における民間療法を記したr郷薬集成方』8）には生薬Sol　Ip　Saki（松の葉）が収載さ
れ，『名医別録』と同じ効能が記されている・また李2）によれば民間薬「SoNa　MuIp」（二葉性のアカマツの葉）3）
は歯痛，済癬，寄生虫症，凍傷，暑気あたり，心臓病，淋疾，咳止，虚弱体質，冷え性，捻挫や打撲症，湿疹，神経
痛などの治療薬として用いられるとされているが，本生薬は現在市場では入手しえなかった．
　以上のことから，韓国におけるPinUS属植物の葉の利用は中国医学の影響を受けて始まったものと考えられるが，
二葉性のマツは薬用としての応用範囲が広いことからかなり古くから薬用に供されていたものと考えられ，一方の五
葉性のマツは応用範囲が狭くかつ梅毒に利用されていることからその利用は比較的新しいものと判断される．なお，
これらの民間薬は現在も繁用されているが，Pin〃s属植物の葉に由来する生薬は入手が容易であるため市場に出回る
機会が少ないものと考えられる．
　List　of　abbreviations：　ac：　auxiliary　cell，　amc：　arm　cell，　er：　crystal，　cll：　cuticle，　en：　endodermis，　ep：　epidermis，　f：
fiber，　gc：　guard　ce！1，　hy：hypodermis，　id：　idioblast，　ph：　phloem，　pib：　bordered　pit，　ps：　protective　sheath，　re：　resin
canal，　sc：　sclerenchyma　cell，　sec：　secretory　cell，　sto：　stoma，　trc：　transfusion　cell，　xy：　xylem．
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